
〈情報教育部会〉

研 究 主 題 ・副 題

「ITの 活 用 に よる学習 指導 の 工夫 ・改 善

一各教科 にお いて情 報活 用能力 を育て る指 導 内審 ・方法 の研 究開発 一」

研 究 の 概 要

社 会 にお けるIT(=lnf・rmati。nTechn。1。gy、 情報 逓信 技術)化 が急 速 に進 む 中、教

育 の情報化 が推進 され てお り、児童 ・生徒 の情報 活用能 力 の 向上 が重 要 な課 題 とな ってい

る。昨年 度 、本部 会 ではITの 授 業へ の活用状 況 を分析 し、「工Tを 活 用 した授 業 にお ける

観 点例 」を発 達段 階 ご とに整理 し、ITを 活 用 した授 業 の新 た な視点 と して 「情 報活用 に

お け る思考能 力 を高 める活動」 を提起 した。

そ こで本年度 は、 これ に盲 学校 及 び知 的障害 養護 学校 の高等部 にお ける観 点例 を追加 す

る と ともに 、新 た にITを 活用 した学習指 導 の年 間指 導計画 を作 成 した。 また 、各教科 に

お いて情 報活用 能力 を育 て る指 導方法や 内容 の 工夫 ・改善 を行 った。

1研 究 の 目 的

平成12年 に国 が作成 した 「ミ レニ アム ・プ ロジェ ク トー教育 の情 報化 一」に は、これ まで行

われ て きた 「各教 科」 の授業 を、 コン ピュー タやイ ンターネ ッ トを 「道 具」 と して活用す るこ

とに よ り、す べて の子 どもた ちに とって 「分 か りや す い」 ものにす る とい う目標 が 掲げ られて

い る。ま た、平成13年 に国 のIT戦 略本部 が まとめた 「e-Japan重 点 計画」に も、IT教 育の

充実 を通 じ、IT技 能 の習得 だ けで はな く、 情報化 の進 展 に主 体的 に対応 で き る能 力の育成 を

図る こ とが示 され て い る。

今後 は、 これ まで のIT技 能 の習得 を中心 と した 授 業や パ ソコン教 室 の利用 を前 提 と した授

業 だ けで はな く、各教科 等 にお いて動画 コンテ ンツ をは じめ とす るデ ジ タル化 され た教材 な ど

を展 開す る 中で、児童 ・生徒 の情報 活用 能力 の育成 を 図 るこ とが重 要で あ り、 その ため には情

報活用 能力 を育成す る、 よ り多 くの効果 的な指 導事 例 を開発 してい く必 要が あ る。

皿 研 究 の 方 法

本部 会 では 、昨年 度 作成 した 「ITを 活用 した授 業 の観 点例 」の実 践 を踏 ま えて 改善 ・整 理

し、あわせ て盲学校 及 び知的 障害養 護学校 の 高等 部 の観 点例 も併 記 した。 また 、観 点例 に基 づ

き系統 的 な指導 がで き るよ うに年 間指導 計画 を校 種 ご とに作成 し、検 証授 業 に よ りITを 活 用

して情 報活用 能力 を育成 す るた めの指導方 法や 内容 の 工夫 とそ の成 果 を 明 らか に した。

皿 研 究 の 内 容

1授 業 を分か りやす くす る 「道具」 と してITを 活 用 して 「情報 活 用能 力」 を育成 す る。

黒板 では表現 で きない動 きを シ ミュ レー シ ョン等 に よ り提示 した り、情 報 の収集 ・伝 達の た

め にIT機 器 を活用 した りす る こ とによ り、児童 ・生徒 に とっては分 か りや す い授 業 の展 開や

効 率的 な授 業の展 開が可 能に な る とともに、主体 的 な学習 活動 と達成感 を伴 う学 習活動 も展 開

で きる よ うに なる。 また 、 この よ うなIT活 用 に よ り、ITの 有用性 や 普殺 は何気 な く行 って

い る情 報 のや り取 りを意識 させ る ことを通 して情 報活 用 の能力 ・態 度 を養 い、情報 活用 にお け

る思考 能力 を高 めてい くこ とも可能 とな る。

各校 種 にお ける指 導事 例及び 年 間指導計 画 を以 ドに示す。
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2小 学校 の指 導例 ・年間 指導計 画 一ITを 活用 して授 業改 善 し、主体 的 に活動 させ る。

小 学校 では 、学 級担 任が授 業 の 中でIT機 器 を どの よ うに使 うか に よって 、児童 のITへ の

興味 ・関 心や 情報 活用 能力 に差 が 出て くる。 そ こで各教 科 をは じめ、特別 活 動や総 合的 な学 習

の時 間 におい て、 工丁機 器 を効果 的 に活 用 し学習指 導 を行 うこ とが重 要 で ある。

IT機 器 を使 うこ とは大 き く分 けて、(1)授 業 をよ り効果 的 に行 うた めの活用及 び(2)主 体 的

な学 習 を行 うための活 用 の二つ の側面 が考 え られ る。

(1)授 業 をよ り効 果的 に行 うた めの活用例

①黒板 の弱 点 を補 うシ ミュレー シ ョン ソフ トや動画 を活 用す る.

円の面積 を求め る公 式 の導入 で、円 を分割 し長 方形 の形 に並べ替 えて導 く考 え方 が あ る。

紙や マ グネ ッ トな どを用 い る代わ りに、 コン ピュー タで アニ メー シ ョン化 した画面 を見せ

るこ とで児 童 は理解 しや す くな る.三 角形 の面積 を求 め る公 式 につ いて も、 平行 四辺 形 か

らの等積 変 形 を、 アニ メー シ ョンで見せ るこ とは効果 的 で ある。

また,イ ンターネ ッ ト上 には歴 史等 を説 明す る短 い ビデ オ ク リップや 、理科 の シ ミュ レ

ー シ ョン も豊 富に ある ので、容易 に授業 に取 り入れ るこ とがで き る。

②デ ジ タル カ メ ラ(以 下 「デ ジカメ」 とい う。)を 活用す る。

植 物 のス ケ ッチで は、 どこを どの よ うに見 てス ケ ッ

チ した らよい のか分 か らない児童 もい る。 そ こで、 デ

ジカ メのマ クロ機 能 を利 用 して植物 の一部 分 を拡大す

る,。葉脈 や茎 のひ げ の写真 をテ レビや プ ロジェ クタで

提示 し、 クイ ズ形 式で 問い かけ る と、児童 は興 味 を も

ち、細 かい ところまで よ く観 察す る よ うにな る。

(2)主 体 的な学 習 を行 うため の活用例

① 問題解 決的 な学 習の 道具 と して活用 す る。

デ ジ カ メ に よ る植 物 の 撮 影

マ ッ ト運動や 跳 び箱運 動 の技の ポイ ン トを、 アニ メー シ ョンや ビデ オ ク リップで紹介 し

たWebサ イ トを 自由に見 られ る よ うに し、取 り組 ん でい る技 の練 習 に利 用す る。 また 、

自分 の演 技 をデジ カメ の動画撮影機 能 を利 用 して記 録す る。デ ジカ メ は簡単 な操作 で再生

す る こ とがで き、 自分 の演技 を繰 り返 し見直 す のに有効 で ある。

②調 べた りま とめ た りす る道 具 と して活 用す る。

社 会科 のま とめ る学習 で、 「OO新 聞」 とい った形式 を とる こ とが あ る。歴 史上 の人物

の 肖像 画や 自動 車工場 のオー トメー シ ョンの様 子 な ど、無 料で使 えるイ ラス トや画像 をイ

ンターネ ッ トか ら探 し活用 す るこ とで、 工夫 して新 聞作 りが行 え るよ うにな る。 また、 ワ

ープ ロソフ トを用 い る と
、 レイ ア ウ トを工夫す るこ ともで き る。

(3)ま とめ

イ ンターネ ッ トに あるデ ジ タル化 された教材 は、準備 に時 問を かけず に効 果的 に活用 で き

る。 また、 デ ジカ メ の よ うに、簡単 に使 え る機 器 もあ る。

こ うしたIT機 器や 教材 を45分 の授 業のす べ てで使 う必要 はな く、部 分的 に使 うだ けで も

授 業改 善が可能 とな る。 ま た、後 に示 した年 間指 導計 画例の よ うに、継 続的 体系 的 にIT機

器 を使 用 す る ことで情 報 活用能 力 の育成 も可 能 とな る。
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3中 学 校 の指導例 ・年 間指 導計 画 一情報 活用能 力 と主 体的 な表 現 力 を身 に付 けさせ る。

(1)中 学校 に おけ る情 報教 育

rl]学校 にお ける情 報教育 で は、 「技術 ・家庭 」 を 中心 に、主 と して コ ンピュ・一タの構成 や

利 用 方法 の学習 が行 われて い る場 合が 多い。 しか し、生 徒の 日常生 活や 将来 の コン ピュー タ

利 用 を考慮 す る と、 各教科等 にお け る課題解 決的 な学習 で の使 用や そ の際の情 報モ ラル等 の

指導 も重視 す る必 要 が ある。

また、 各教科 等に おいて は 「技 術 ・家 庭」 で の コン ピュー タに 関す る指 導 内容 を事 前 に把

握 してか ら授 業計画 を立 てて い くこ とが必 要で あ り、一 方、 「技術 ・家庭 」 におい ては ア プ

リケー シ ョン ソフ トの利 用や ネ ッ トワー クの利 用(Webペ ージ作 成含 む)等 を 、 これ か ら

の社 会生活 に関連 付 け て学 習す るこ とが重要 にな る。

後述 の年 間指 導計画 に も記 述 してい るが 、以下 に主 な実 践例 を挙 げ る。

①物 づ く りと融合 した教 材(例:木 工+情 報 … 木材 でフ ォ トス タ ン ドを作 りデ ジカ メ

で撮影 した 写真 を入れ る。)

② アプ リケー シ ョン ソ フ トの利 用(ワ ー プ ロ ・表計算 ・画像 処理 ・プ レゼ ンテー シ ョン)

③CADを 使 った設 計(出 力 して物 づ く りにつ なげ るm)

④ レポー ト製 作(イ ン ターネ ッ トの利 用(著 作権 等 につい ての学 習 を含 む。))

⑤ イ ン ターネ ッ ト利 用 のマナ ーや メール等 の危 険性 の認識(セ キ ュ リテ ィについ て)

(2)実 践例 ～ くまの 目 を通 しての異文 化理 解 「テデ ィベ ア ・プ ロジェク ト」 ～

「テデ ィベ ア ・プ ロ ジェク ト」 は、ITを 活 用 し異文化 理解や コ ミュニケー シ ョン能 力 の

育成 に効果 が ある。 くまのぬい ぐるみ を 「留 学生」 と して交換 し、順番 でぬい ぐるみ 、 日記

帳 、デ ジカ メを家 に持 ち帰 り、ぬ い ぐるみ が体 験 した こ とを 日記 に記 し、デ ジカ メで記録 す

る。 それ をホー ムペー ジに掲 載 し、時 にはテ レビ会議 で交 流す る。 この よ うに くま のぬい ぐ

るみ を通 して、継 続的 に外 国の子 どもた ち の生活や文化 を理 解す る とい う内容で あ る。

交 流す る相手 は、 「ジ ェイ ア・一ン(JEARN)」 とい う世 界の子 どもた ちの交 流を支援 して い る

NPOか ら紹介 を受 け るか、ePALS(イ ーパル ズ)やIECCと い うメール で 世界 の子

どもた ちの交 流を支援 してい るサ イ トのデー タ

ベー スで検 索す る.相 手が決 ま った ら、 ぬい ぐ

るみ を用意 し、名 前、性 格 、趣 味 な どを生徒 に

考 え させ 、パ スポ ー ト、 日記帳 、生 徒の写 真 な

どを同封 し郵 送す る、相 手か ら返事 が届 いた ら、

順 番で ぬい ぐるみ 、 日記 帳、 デ ジカメ を持 ち帰

り、体験 した こ とを写真 や 日記 で記 録す る。 そ

の様 子 は随 時ホー ムペー ジ に掲載 し、テ レビ会

議 で も交 流す る。

(3)ま とめ

コン ピュー タ環境 の整備 が進む 一方 で 、

オース トラリアの女子中学生爪 自分の馬に乗ぜた くまのぬいぐるみ

ITの 活 用状況 によ っては地域 間の情 報格差 が 顕

著 とな ってい くおそ れ もあ る。 この よ うな状 況 を作 らないた め にも、上記 の よ うな 学習 内容

を実践 し、だれ に で も手軽 に コ ンピュー タが道具 として使 われ てい く必 要が ある。
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4高 等学校 の指 導例 ・年 間指 導計 画 一1Tを 活 用 して思考能 力を向上 させ る。

高 等学校 では 、入 学 して くる生徒 の多 くはIT機 器 の基 本 的な操 作 を習得 して い る。 した が

っ て、高等 学校 にお け る情報 活用能 力 を向上 させ る学 習の 中心は、技 能 の習得 よ りも情報 の 内

容 を吟味 し活用す る力 を簿養 す る こ とにあ る。生徒 は、社会 にお いてITを 「調 べ る」 「ま とめ

る」 「発表 す る」た めの道 具 と して 日常的 に利用 して い く必 要 があ る。このた め、生徒がITを

活用 して情 報 を多角 的に収集 し、 自分 の意 見 をま とめる道具 と して利 用 して い くカ の育成 を、

教科 「情報 」 に限 らず 、様 々 な教科 で担 って い く こ とが重 要で ある.

そ こで本 研究 開発 にお いて は、後述 の よ うに年 間指 導計 画を作成 し、各教科 で取 り組 め る内

容 を示 した。例 えば 、補 助教材 と して利 用 して きた 図説 ・図表 とい う紙 を媒 体 と した資料 の一

部 をマル チ メデ ィアに切 り替 え る、TV放 送 を利 用 した教材 を動画 コンテ ンツ に置 き換 え る、

黒板 や 実験 台 で行 って きた模擬 実験や グラフの シ ミュレー シ ョンな どを コン ピュー タで見せ る、

な ど従来型 の指 導ス タイ ル を大 き く変更す る こ とな くITを 活用す るこ とが可能 で ある。IT

の活用 に よって、生 徒 は新 しい形 の情 報 のや り取 りを意識 し、情報 活 用 にお け る思 考能力 の向

上 にっ なが ってい く。

(指 導例)

教科 外 国 躇1科 目1英 語Hl科 ・学 年 ・組 普 通 科 ・ 第2学 年 選 択 ク ラ ス20名

単元 英語会話1初 級編)
教科書'

補 助軟材

英 語 動 画 コ ン テ ン ツ

http=〆/wwwtnu七.nt臼tro.Lo}[yo.jpノ 旧koku-h/

車元

の

蟹旨

都立高校 琶校の英 語科赦貫が 中心 となって作成 した英暫 動

画コンテンツを利用 して 、基礎的な英晴の会話 を練習す る,

単 元 の

指 導計画

普 段 の 英語 の授 業 の 中で 、10～15分 程 度 時 間 を と っ て,上 記 の 動 画 コ

ン テ ンツ を利 用 し て の会 話 練 習 を 行 っ て い く。 今 回 は そ の初 回 で あ り、50

分 を使 ウ て.教 材 の紹 介,利 用 の 方 法 訟 どを 生 徒 に伝 え る.

単 元 名 日常会話編 「交通概関 を剰用する」

本時目据
交 涌 ア クセ ス の 英 語 に よ る説 明 て切 符 を 買 ラ ・電 車 に 乗 る ・乗 り換 え る ・電 車 を峰 りる1

説 明や 示 唆 の英 語 表 現 の 練 習

段階 時間 学習内癖 学 習 活 動 指導上の留意点 評価の観 点

導

入

lo

分

・PCを 起 助 す る。

・動 画 コ ンテ ン ツ

^ア クセ ス す る ,

・PCの 準備(一 人 一 台}

・生 徒 同 ニヒで ペ ア を 作 石.

・動 画 コ ンテ ン ツ を 開 く。

・わ か りやす く説 明す る
,

・大 きな 声 で実 際 に会 酷 して い る よ

うに発 音 す る 上 うに 促 す。

展

開

30

分

・リス ニ ン グ(聞

く}

・動 画 コ ンテ ン ツの 英 語 の 文 字 を消 した 状 熊 で 、V

丁Rの 画面 だ け見 て 英 語 を 聞 く"〔 二塵)

・日本 語 駅 を 見 なが ら対 話 を聞 き、 意 味 を確 昭 す る。

・静 か に 聞 く 上 う に促 す 。

・内 容 を 理解 で き てい る か、 英 語 に

よ る簡 単な 質 問 を5～5回 す る 、

・大 ま か な 内 容 が 理 解 で

きて い るか ど うか,

・リ ピーテ ィ ン グ

モ デ ル に 続 い

て 発音 す る。

'動 画 コン テ ン ツの 英 文 を 見 られ る よ うな状 態 で、ポ

ー ズ を利 用 しなが ら反 復 して號 み の練 習 を行 う.

・文 字 をす 漣 て 消 した 状 態 で 、動 画だ け を見 な が ら反

復 練 習す 翫

・大 きな 声 で発 音 が され てい るか
,

・個 別 指 導

・モ デル と 同時 に

発音 す る.

・動 画 コ ンテ ン ツ の モ デル と同 時 に 発 音 す る
.

・ス ピー ドに つ い て い け る よ うに 、ま

た リズ ム を犬 切 に す る よ う促 す。

・モ デ ル の 発 音 を ま ね よ

うと してい るか 。

ま

と

め

lo

分

・発表 す る。 ・ペ ア に な っ て .輌 画 の画 面 だ け を 見 なが ら対 話 の 発

衰 を 行 う、

・5～O組 が 稲表 す る,

・リズ ム感 、発 音 の ア クセ ン トに 気 を

っ け させ る,

'細 か な 誤 りを あ ま り指 摘 しな い.

・積 極 的 か ど うか,

5盲 学校 ・知 的 障害養護 学校 の指 導例 ・年間指 導 計 画 一ITの 活用 に積 極 的に 関わ らせ るe

盲 ・ろ う・養護 学校 の教育課 程 は 「準ず る教 育」 であ り、各教科 ・領 域 にお け る授 業 のIT化

の 目指す ものは、前 出 の小 ・中 ・高 の内容 と同様 で あ る。 しか し、児童 ・生 徒 の発 達段 階や 障

害 の程度 に応 じて、 指導 内容及 び指 導方 法 は様 々に工 夫 され てい る。

(D盲 学校

視 覚障 害は 、障害 の特 性か ら 「情 報 障害」 とも言 われ 、 コン ピュー タ等 のIT機 器 を取 り

扱 うに は様 々な困難 が あ り、基礎 的 な入 力 方法 を身 に付 ける まで にか な りの時 間 と練習 を要

す る。 実際 、小 学部 にお けるIT機 器 の利 用状 況 は、通 常 の小 学校 に比 べ る と低 い。H常 生

活 に必 要 とな る点字 とい う表 記 手段 の習 得や漢 字 の学 習 な ど、紙 を媒体 とした情 報 を利 用す

るカ を身 に付 け るため に、多 くの時 問を必要 とす る.
-114一



マ ウス操 作に依存 した コンピュー タの画 面構 成 は、視覚障害者 に とってデ ジタルデバ イ ド

(情報格差)を 生ず る要 因 とな ってい るが 、スク リーン リー ダー とい うソフ トを用い てOS

の情報や文 章入 力、漢宇変 換等 を音声化す るこ とで、多 くの情報 を得 られ る よ うにな ってき

た。 また 、文字 の拡 大表 示や文字 色 と背 景色 の コン トラス トの調整、あ るいはテキス トデー

タか ら点字デ ー タへの変換等 、IT機 器の工夫 に よ り情報利 用の可能性 が広 が ってい る。

社 会 との情報格 差 を広 げないため には、情 報化の進展 に主体的 に対応 で きる能 力の育成 が

求め られ る。盲学校 では、最初に 自分 自身 の障 害の程度 に合 わせたIT機 器の設定や 音声 を

用 いた操 作方法 を学び 、IT機 器 か ら情 報を 自分で 取 り出す までの手段(環 境 設定)を 、個 々

の障 害に応 じた工夫に よ り体得す ることが必要 となってい る。

また、情報化社会 が 自己の生活環境 に与 える影響 を適 切 に把握 ・理解 させ るこ とを指導す

ることも大切 であ る。情 報弱者 として、情報犯 罪か ら自分 の身を守 る工夫 を主体的 に行 う姿

勢 を身に付 け ると ともに、 「できな いか ら使 わな い」で はな く 「どの よ うに した ら活用 で き

るか」 と、知 的好奇心 を もってIT機 器 に向か うカ を育成 す る。 盲学 校の教 育 にお いて は、

後述 の 「ITを 活用 した授業 にお け る観 点例」 の3と4が 重要 になってい る。

(2)知 的障害養 謹学校

ITの 活用 は、生活 の幅を広げ るた めの有効 な手段 であ る。情 報 を得 ることが苦手 な生徒

たちに とって、イ ンターネ ッ トや σメール を活用す ることで容易 に情 報 を得 る ことが で きる

よ うにな る。ITを 活用す る ことは積極 的に社会参加 してい くための重要 な手段 であ る。

自分の手 で企業 情報 を知 る ことは、企業就労 を 自分 自身の 問題 として とらえ、授 業 に も積

極 的に参加 す る よ うにな る。近年 では、事務作業 としてパ ソコンによ る入力 の仕 事 も増 えて

いる。 また、宿泊行 事の事前学習 で行 うイ ンターネ ッ トに よる調査活 動で は、旅 行先 の情報

を知 る ことで生徒 は積 極的 に行事へ参加 す るよ うにな る。 このよ うな経 験 が将来 自分 たちが

旅行 を計画す る際 に役 立つ な ど、卒業後 の生活 を よ り豊か な ものに して い くことにつ なが る。

(3>ま とめ

盲・ろ う・養護 学校 以外 の学校に も、様 々な障 害 を有す る子 どもた ちは在 籍 してい る。 「心

身障害教育 」か ら 「特別 支援 教育」へ の転換 を考 えた とき 、その よ うな児 童 ・生 徒の ニー ズ

に応 じた情報 教育 を展開す るには、各学校 の もっ情 報教 育にお ける専門性 を共有 して実践 を

積 み上げ、障 害の ある生徒 の教育活動 を支援す るための体制 づ く りが重要 とな る。

IV研 究 の ま と め

1研 究 の成果

(1)「ITを 活用 した授 業にお ける観点例」 を各校種 の実態に あわせ て整 理 した。

(2)各 発 達段 階 ・教科 にお ける 「ITを 活用 した学習指 導」の年間指 導計画 を作成 した。

(3)教 科 指導 にお いて情報活用能力 を育 てる指 導方法 の工夫 ・改善事例 を作成 した。

2今 後 の課題

ITを これ まで の教材 ・教具 と同 じ 「道 具」 と して とらえ、授業の一 部に積極的 に活用す る

事例 が児 童 ・生徒 に どの よ うに効果的 であ るかを、年 間指 導計画の事例 にあ た りなが ら検証す

る必要 があ る。 また、ITの ハー ド上 の整備 とともに各教 員の資質向上 を図 り、ITを 柔軟 に

活用 でき るよ うにす る ソフ ト上の取組 が重 要にな って くる。
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=Tを 活 用 した 学 習 の 年 間 指 導 計 画(小 ・中学校、4～9月)

、塵'

研

・

、

く
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校

1

年

2

年
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年
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年
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年
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年
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薩

聴

家

道

総
合

.4月

(t)t9二/,T,「カnこ うノ:んけん」

② プ!カメ

③学校のII1の写真を提示し

探検した場所を思い出す.

【1(1)a】

①臨 吾「カ㌔ん℃}をカ・こう」

②WebuVl"■ ツ

③ 書き順を提がする.

【4a】

①社会「学校のまわりの様子

」 ②プ!カメ

③学校の周りの様 子を撮影し

地図にまとめる。

【1㈱且】

① 陸会r住みよいくら切

②轍 戸ンテ〆ツ

③リサイクルがだのようにして野

われているのかを調べる。

【1①a】

①理科「発芽と成 長」

②デノ'加、データへLスソフト

③植物の成艮を記録する。

【1ωb】

①理科rものの燃え方i

②表言櫛 〃ト

③燃焼爽験の二酸化炭素の

量を集訓しグラブ化する。

【4b】

①5年 「インe一ネノトを使う前に」

②W曲 財 ト

③正しいイ/ター材 の使いカ

を女旧るb【3b】

DTPソ アトを活用 し.噛 分薪

聞凌 作乱

【1"}a】

]PAの 財 トを活用して、世界

の気候を学ぷ.

【1(1)a】

r学習素材(NIc駅)」 で正負

の数を掌風

1櫓)日】

「理科ねっとわ一く」でエネル

ギ・一を学 ぶ。

【1(1)a】

N]丑く「えいごジアン」でリスニ

ン/グの練習をする。

{1{t}al

画像ソフトを使用しての美術作

品作りを行う。

【1(2)a】

手5月
、

① 算数「かずとすうじ」

② プレセンテー一ンコンソフト

③ 数える対象物をプロゾェ舛

で提示する.

【3b】

①生活tおおきくなあれ」

②デ!加

③栽暗するものの写真を定

瑚朗に記録す盤,

11〔1瑚

① 社会「学校のまわりの様子

」pmeb:]/テ ンノ

③ 地圃記号の成り立ちを学

習し白地図に書き衰 す、、

【1(Oa】

① 鮭会「水はどこから」

②Web;tti7ン'1'

③ 水源地¢様 乎を調べ臨

【1〈Oa】

① 国語「ほんの世界を広げよ

う」 ②データへLAIフト

③ 図書紹介文のデータへLスを

つくり、本を読 触ときの参考

にする。 【1②良】

①國語「火星に生命を撫る」

②W伽 ンテTP

③NASAの 火星探蜜機の動

圃を堤承す臨

【1(1)a】

①4年 「ゴミ減 量作戦」

②Webt]ノテンノ ③リサイク

ルがどのように行われ てい

るのかを』醐べる。 【4b】

ダゲ甥 で撮影し費写真を使

い,「わ梵しの大鋼な物蜴 所

ユを発衰す巻。11α)司

IPAの サイトを活用して、古代を

学ぶ。

【1(1}a】

]PAのサイトを活用しで、数直

線と座標平面鱗

u(1}a】

IPAの 動画教材で光や音の

性質を学ぷ.

【1(1)a】

ヂン'たメで揺締 しノ己写箕 で、英

語で「わたしの大切な物・場

所}庸撒 考}b【1{2}e】

IPAの動 画教付で和裏器を学

ぶ.

【1(1)a】

「1まtとネツト長里予」でマソF運

動を学ぷ。 【1ωa】

コノt"-L一タの 旭動 終 了 【2a】 物 づ くり(木]」 フtFAe〆 ド〉【2a

インクー・・)ン1・の利 用 【1(1}a】 ネ卦 ワークの 危険 性 とマナー 【3a3b】

6月 ・ 、

①国謝 は、を、へ つかって

カ}こう」(2)]ン ド」一タ

③ア悔 助 タに絵を提示しな

から助詞の{顛 ・方を考、そ

させる、 【ab】

①国語「同じぶぶんをもっか

ん字」

㊧Webコげ ンツ

③審き順を榔 する 。

【舶}

① 社会「区の様子」

(互}テ'/}カメ、εメーノレ

③ 自分たちの学校の周りの

様 子を区内の小学校 と紹

介しあう。 【1(2)b】

①体育「水泳」

②デヅカメ

③自分の泳ぎを動圃で記録

し練習に生か囑

!1Cl}b1

①算数「四角形」

② ンミ」卜 〆ヨンソフト

③三角形や四角形の面積の

求め方をンミュト ンヨノする。

【4a】

①音楽「声や 音の響きを楽し

んで]

②CD、MII〕IY7ト

③シ陸 り矧 一やロソヒ冨 タの

音鱒 するPI2a}

①」年 「豆煽をつくろう」

②Webコ/テ ンノ

③大豆について興味のある

ことを調♂ミる。 【1(1)a】

」〔蕊飼ド幟 ソフトを使r二,て璽顛約文

を作嶺。

[伯}日コ

「お役立らデータ倉庫(総 携

省統計局)」で家族構成を学

ぶ。tl(Dtt】

「学習鼻葦材(N「C芭R}1で一Wh

関数のグラフの傾きと頂点を

織 【1(1}a]

1瓢の動画教材で植物の成

長を学ぶ。

【1(1)a】

「教育用海タ畔 麹 を使っで、

英語で説明する。

【1(1)al

IPAで美術作品を鑑賞する。

【1(1)a】

,苫 月 、

①国語「こんな本みつけた

⊥1② 実物投駒幾

③実物投影機で原稿用紙を

拡大し使い方を指導する。

【1②a】

①住活吠 きくなあれ」

②拘 レ鳶メ

③随物のアンプの写翼を撮
ってクイズ火会をする.

【2a】

①理科「植物のそだ』」

②テ'ソ加

③値物の生畏の様子を定期

的に記録し成長を比較→

るv【1(で)b】

① 国語rlSん の憶界を広げ

よう」 ②ヴ㌔クへ」スソフト

③ 図書紹介文のデ}タへLス

をつく吟、本を諺む ときの滲

考にす為r1(2)a、2a】

①体育 「水嗣

②デノ加

③ 自分の泳ぎを動画で記録

し練習に生かす。

【1(1)b】

① 国語1やまなLj

@サ 彊 ・ドレコータ'

③ 諏 臥 タをレ課一ダとして

朗読棟習 に使}。

【2a,4al

①6年 「私たちの川」

②Webへ ㌦ソ作成ガ ト

③ 同じ川のそばにある学校

と共同学習を行う。 【4b】

騨 一ルで「私の学校 自{駒 を

する(物 事を伝える渦 助)。

(qa】

「世界いろいろ雑学ランキン

グ」で世界の国をを学ぶ。

【1(1)a】

M〔}W3fFI.A3Hの 部墨1で

関数を学ぶ、

11(1)a】

IPAの 動面教材 で生物の身

体の仕組みと働 きを学ぶ。

【1C1>a】

緯寵サイトに英文 日記を書

いて英語で輿流する、

{1(2)a】

正PAの動画i附 で弦梨器を

字ぶ。

{1(1)a】

}PAの動画翻 で 水泳を学

ぶ。 【lCl}譜

轟 臼'月 ・

①国語1かんしをかこう」

②WePtiW

③漢宇の書き順をプロヅェク

タで提示する.

【舶】

①侮活働 物となかよしに

なろ到 ②デジカメ

③動物のアンプの写真を

とって物知り図鑑をっく

る。 【てωb】

①国語「ほんの世界を広

げよう」② テLタへLスガ ト

③図書紹介文のテー・e,へL

凶をつくり、木を読むとき

の参考にする。 【1(2)a】

①理科「月と鍛

②残ユレー謝ン即ト

③星聖や月の鋤きをシミ虚

咳 翻する、

幽 】

①理科「天気と気舳

②Web=/テ 〃

③気象衛星の画像を利用

して天気の変化の様子を

調べる。 【1{T)a】

① 醸 曜 史新聞」 ②

Wobmン7ン ツ、プレヤ書ンT-,■ヨ

ンソフト ③ 興昧をもった人

物や出来事を調べて轍

する。t1Clh,1②a】

①3年 「英語であモぽう」

②英会話〃 ト

③ゲームを通して単語や

会話を覚える。 【1(1)a】

Wρbへ㌦ヅで読 書の紹介

をする。

{1C2)a】

且PAの映像で 目清戦争を

学ぷ。

【1(1)a】

r寧習素材〈MCER>」 で比

例と茂比例を単 蕊

【i(Oa】

「は[と ネソト艮野」で雲の

動きを学ぶ.

【1(1)a】

Thelnte皿et「 肛=SLJoumal

でオンライン学 習をす 翫

【1〔Da】

「スチル動画工房(静 止画

版/」で美術作品を鑑 賞'勺

る。 【1(1)a】

:
1タイピンク練 習【2a】

ソ升ウェアについて【2a】

一i一 囚 呂 國 一 一 一 占 」

コンど」一タて物づくり(紙飛行畿〕t2a】

i

昨』ボード練 習(タ)rL/V/ド)【2a】 マルプメ〆イアの利 用(自 己紹介 文)【2ti】一 一關一 一一一一一一一→レ1
」 」

1

ロ

・払 一鋤 用語(2・,3・】

　
マノげメデ'(アの利用(名刺製作)【2a】

噌

表中の 「IPA」は、箭報処理振興事業協会が教育用

に配信 している 「教育用画像素材」餌トのこと

ネノトワークの利用 について

【1(1)a】

交通機関についての調へ方

【ICI)a】

「は!と ネソト長野jで 保育を

単ぶ。

【1(1)e】

「首相官邸」で[人にやさしい

社会」について学ぶ。【1(1)a】

執ジぐ平和スうソコンヒロテ芋21

世紀 サタhストーリー」を読み平

和について考 える。【1C1)a】

「職業ナビ」で職業につ いて

調へようロ 【1(1)a】

nま1と ネノトヂ妾璽勤でミシ

ンの働 、方を学ぶ、

【1q)a】

イ〆ターネントなとで自分の進

路存考える。 【1{Da】

注 表中の、①=教 科 科 目・単元名 ②=活 用するr「③=活 動内容を示し、 【】内の記号は.rnを 活用Lた 授業における観 点例」(後頁に掲載〉に対応している。
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ITを 活 用 した 学 習 の 年 間 指 導 計 画(小 ・中学校、10～3月)
・

,'コo月 。f・,IT月 ・ ,12月 で 月 芝 月

①国語汐 イヤとたいこ」

②ル セ'ンアーンヨノガ ト

③かたかなで詠 ものの

絵を提示する.

【4a】

①国酬 漢字クィ域」

②カ ビ畔 一ションガ ト

③漢宇をバヲハラにし島

り・一部を{隠したりしてタ

イズにして出す.【 ね】

①理科「口なたと口かげ

」 ② アゾ加

③ 一 日の影の動きを記

録する。

【1(1)b】

①国認 ローマ劇

②文書碓成ガト

③友達雄 一哩字入力

でしり凶 をす為,

圃

① 国語「方言と共通語1

②Web:]ンテンツ

③各地の方雷を調べる。

【t(1)a】

①理 科「士地 のつくり」

② シミ抽一油ンソ卦

③火 由の噴火のメカ諜

ズムを齢 する,

【1(1>e】

①5年 「ふるさとの味を

作ろう」②デヅカメ ③地

城の料理を調べて作り

方をまとめる。 【1Cl)a、】

ヒ とわざわ一一asど1を番

弩に慣用語 句を伽 た

文章を書くth【1(1)a}

「首相官邸1て 内閣 にっ

いて学ぷ。

【1(1)a】

「轍 轟何・微 稜 町

A皿 プロジェクト」で相似

変換を学乱 【lC1)a;

IPAで 磁気の性質を学

ぷ。

【1(1)a】

海外の学校に鋤 ・ぐる

みを送り、TV雲罐醇で

炎流す番。t4q】

IPAて モ ーツァル ト等 を

学 ぷ。

【1〔1)a】

1鵬矯サッ声一を紫轟

【t(1}a】

①生活 「こうえんへいこ

う」 ② デ!加

③ 公園の様子を撮影 し

活動を振り返る。

【ICI)b】

①算数 「かけ算」

②トリルソ外

③コン巳「ユータでかけ算九

九のドリル紳習をする。

【詞

①社会 「私たちの暮らL

と商店」 ② デン期 、文

書作成〃 ト ③ 調べた

ことをコ/ピュータで新聞に

まとめる。 【1(2)a】

①祉会「私たちの東肉

㊧デジ凧 ¢メ帥

③東京の様身な地城の

搬乎醐 交問交流を通

して調べるe【1〔2}b,da】

①国語 「1秒が1年をこ

わす」 ②Web=ソ テンノ

③環境間題について調

べ子供環境会畿をひら

くo【1(1)a3b】

①腰]:「毒購 書i賄鋤

②図鑑ガト

③口本や世界の名画を

鑑賞するφ

【1(1)a】

①4年 「共に生きる」

②Web;i77ノ

③手話 や点字の仕組み

を調べる。 【1〔1)日】

媒題を轡 魚 インタ瞬 ソト

等で調べ、文書伶成で

レ源一トを書く。【1㈲a1

「経済産業省1"d'Pagρi

で温暖iヒを学毒㍉

【ICI)a】

丁は[と ぶYlsma野」で1悪

形を犠

【1(Oa】

【PAで翻 とカを学ぶo

【ICI)a】

N葺ヨ匪{「主QO語てきンくクー ト1

英!会韻」のサイトで錦

彙蝉 習する.{Kl)a】

「文化遺産オンライン」

で美衛作品を鑑賞する,

【1(1)a】

①国語「カルタづく吻

②実物投影機

③作ったカルタ勧 款

して発表する。

【3b】

①国語fこんなお話響え

た」 ②実物投影機

③儀}た絵本を拡次し

て発巌す臥

【3b,4a]

①算数「表とグヲフ」

②表計算〃 ト

③グラフを提示し読む

練習をする.

【舶】

①節数「角の大謎 」

②ドリルソフト

③分度器の使い方謙

習する。

【2a】

① 社会 「私たちの生活と

情報」 ②Webコ ンテンノ

③ 放送の仕事や情報か

社会に与える影響にっ

いて調べる。 【2司3b】

① 体膏rマッ幽 」

②Webiン テW

③ 廟分の練習卸たい技

の賦イントをみる.

【ICDa】

①4年 「メールを書こう」

② メー ルソフト

③ ジールの書き方やマナ

ーの指導をする。 【3a】

1階 で奥の細道を学醜

【1〔1}a】

「文化遺産オンライン」

の動画教材て歌舞伎を

学ぶ。 【1(1)a]

Mow9「 肱ASHの 鰻 」

で三平方の定理を学

ぶth【KT)a】

IPAて 物 質を学 ぶ。

【tCl)a】

θP糺Sで 郵国とeメー一ルを

交換しよう.

【舶】

コノゼユータて作 曲 斎する.

【1②a】

「は 卓とネツト畏野」でス

キーを学ぶ。 【1(1)a】

① 国語fか たかなの

かたち」

⑳Vebコ 〆テンノ

③かたかなの書き順

を提示する。 【舶】

①算数f九九の表」

②ドリルソフト

③時 齢 タでかけ算

九九のドリル練習を

する。 【制

①社会 「昔のものとく

らし」 ②WeMン テノノ

③昔使われていた道

具を調べる。

【1(1)a】

①国語 晦 一マ字」

②文書作劇7ト

③ ローマ字λカで詩

奮番く.

【2。】

①理科1もののとけ方

」 ② 表計算ソフト

③ 実験結果を集計し

グラフ化する。

【4b】

① 社験 旭 界の中の

日本」 ②tWeb:uンY

ンツ ③ 自分の興味

のある国 にづいて調

バる。1篭 ωaユ

①3年 「私たちの町の

昔を探検」 ②デノカメ

③地域に残る古いも

{7,を撮る。 【1(1)b】

脚 会議で他鮫と句会

を行う。

【4a1
「経 済 産業 省Kl♂Pag

e」て(.Ytrイクルを学 ぶ。

【ICI)a】

IPAで合同を学ぶ申

【t〔1}乱】

「理科 ね っとわ 一一く」

で 気象 を学 ぷ 、

【1(1)a】

英検の塀 トのサンプ

ル問題でリスニングの

練習をする。【1(1>a】

ビデオクリツプて映像

表現を学ぷ。

{1(1)a】

① 生活「思いでア'レハ'ム

づくり」②画像管理ソアト

③ デゾ加 て記録した写

真をアルハ'ムに利用づる.

【1(1)b】

①生活「みんなで作ろう

楽しいパー・テイー」

②文書作成〃卜

③コンヒ』→ を釈用しで

招勲 ゆく歳 【3b】

① 鯨数「はこづ くり」

② バユレー泊ンソ升

③箱の面の数と辺の数

を提示する。

【4a】

①祉会「受けつがれて

きた技をいかす」

②w白【鰍 秒ツ

③鯨 に残る侮i統工聲

を調べる。 【1">aJ

① 国語「ニュースを発信

しよう」 ② アソ加 、文

書作成ガ ト

③ 学校や地城の様子を

伝える。 【1(2)b】

①国語「伝えたい何かを

みつけよう」

②嬬 作成ガト

③昨文を文雛柞戒で入

力嚇 す臥 【2al

①唱年「私の卒業論勲

②フWげ 一シr/刀1・

③ 自分の興味のあること

をまとめ発表する.【4b】

ビデオクリソプで「わたし

ぬアルバム」をイ繍 。

【1く2}日】

[踏 で[本 の林業と浄業

を学ぶ。

【1{1)a】

lRへで確率を告職

【1(1)a】

「は1と ネット長野」て廃

油から石鹸作りを学ぷ。

【1(1)m】

ビデ激クリップでスキット

を作蓋、

【1(2)aJ

1PAで太鼓の演奏をyt

ぷ。

【1(1)a】

インターネソ1・でスポーツ情

報を調べ翫 【1(On】

窪 月

①国語「たぬきの糸

車1② 実物投影機

③挿L絵を拡大し音

読発表会を行う。

【1②日】

レ

デヅカメの利用・画像の貼

り付 け 【2a】

① 国語 「スー ホの 由

い馬」 ②w伽 ンテン

ン ③ モンゴルや馬

頭琴をプロジ越タタ

で映す.【1q>a】

① 国語 「モチモチの

木」 ②実物投影機

③ 南し」絵を・拡大し音L

読発表会を行う。

【4a】

①国語「心に残φた

本」②実物投影機

③一年閻で一番し・に

残った本のプン外
一クをする。r【4a】

①理科 「おもりの動き

とはたらき」

②表計算ソ升

③ 実験結果を集計し

グラフ化する。 【4b】

① 祉会 「世界の平和と

田木の役割 ②プレセ
闘渉 馳 ンソ外 ③世界

へ の貫献具台を発衷

す る]11(1)司,1(2h】

①5年 「学校のCMか

作ろう」②Web作 成Y7

卜③ 学校紹介Wpbへ ㌧

ソをf句戎する。【1(2b】

イン窟一ネントを利用し、

尊敬 語、謙譲語、丁

箪語を学ぶ。【1(1)a】

lPAの 動画 教材 でILf

界大戦を学醜

【1(1)a】

P.¥習素材{NICER>」

で確率赤薫白王にや

いで学ぶ』 【1ωa】

IPAて 地球どド宙を学

ぶ。

【1〔1)a】

SnoopNの サイトで英

諦の4凱マ漫醐を読ん

でみよう。 【1〔Da】

表計算ソフトの利用【2a】

印刷について学ぶ。1刀 トAt/ノト'に写真を合成　
【2a]1す る。 【2a】

表中の 「NIC日～」 は、教育情祖ナシ 」ナルセンターのこと

プレセレテーショ〆ノフトの利 用 【2a】一 一一一一一一一一囹 イ/ターネントの市1用l

i情 帽 収 集(レポート作曲 【晶4b】

マtlerメ7'iアの利 川(名 刺製 作)【2a】

t胡樹云達のマ,一 【3a3b】ロ

邸一ルの利用(ネγトワ←クの構成)【舶4b】
う け て

さまざまなメディアの利;イ ンターネソトの利用(応用)ヒ れからの情報化社会
ロ 　

川(音 楽 十デーe)【2司】 げ ウノロ・一ドなど)【2a4a4b】1にkjす る心得 【舶4b】

「青少年のためのホームペ

ー一め の「私はψ 考える」

浄参考 にする。【1(1)a1

T▽ 会議で外国の学校 と

交流する。 【4a】

m';xt"ユータで栄 養君1算 を

する。

{2a】

TV会 議で他校の生徒

会と交流する。 【舶】

インウーネシトて噸 索し、ネヴ

ケツトにつ いて考える。

【ICI)e】

イ/ターネノトてボラ〆アィアに

つ い て調 ぺる。【1(1)a】

イン伽 細 トでレシピを

調べ、作ってみる.

【1①a】

電 子アルハムを作成

Lよう。 【1(2)a】

「首相官邸」でバ リアフリ

ー にういて脅える
。

【1(1)a】

インターネソト等て上級学校

を調べよう.【1(1)司

1

年

2

年

3

年

㌔

5
㌔

-

ー

」
「

ド

皐

離

"

4

年

5

年

6

年

合

国
語

社
会

数

学

理
科

英

語

日

体

育

て

.
H
口

2

.
畦

3

総
合

被

つ"

ゼ

岬

,遍
㍗

学

按

注 表中の、①=教 科・科目・単元名 ②二1舌用するrr③=活 動内容を示し、 【】内の記号 は、「rrを活用した授業における観点例」(後頁に掲載)に 対応している。
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ITを 活用 した学習の年間指導計画(高 等学校)
帝 り

ぜ 島 亀

舞 黛 垂 瓢醒鐘薦「懇藤
畦富鷺賦

鯉 蝿 圃華、 「

織 鐸雛 嚇 雛魏 鱒灘 蕊
'「-

'

智 串 奮 亀馨購
'書 藁1藤鱒麗 囎鱒

融 豊 ・'1 国語表現1 rf」句 か動い た 幽一 デ イ

睾 萄 『
[断吾表現1 イ ンタ ヒュー記事の作成 を頭 して 、手 1国語総合1 独 自の梅h教 材及 び、教 育川画像素材 の ソタル 仙句の試み 」 フ ィシタル処

、,

聾

甑黙 紙 の書き方「を学 び、臼メ ーノレと従 来の手紙 との比 鋤 画を用い て、作業 に よる学習 の成果 を権認L 理 したlll可像 を使 う こ と に よ り、ふ だ

淘 ¢ 較をで丁う.【4a】 な が ら ま と め 浄了〒う。 【2a】 ん触 れ ることの少 ない仙句 舛歌 の

繍麺 創作 に楽 しく取 り組む 二とかでき

晦艶 転 1国語総合1 イ ンター ネ ノトを活 用 した 「山月記」 團 ・-1固rnln醜朋 した翻 徹 事成語を作 る。斗た、その鋸賞 もよ り豪 しくな

筋鐙嘔

饗灘
沈、

の調 べ学習 と意 見交流 を行 う.口(1)a】 る)を 行 う。 【舶 】 る.

国 語表現

う。

【2a】

PCに 」、る作文指増 を行

【?d
職等聾
壼髄 匪 軸 サイ 陸 活川してレポー トにまと 匝璽 亘 日本の近代化について視聴覚酬 鵬
、㌻ 馴

毫窟 軸'

亀

め、1呂世 紀に成立 した 世界規模 の交易 ネ ン トワ

ー クが ヨー ロ ンパ 人の 巨常生活 に大 きな彫響 を

示 し内容 を深め、数値 資利 をも とにデー タを加

匠して特性 を理解す る。 【4a】

匝画 野外で肺 してき緬 簾
IT活 川Lて 拐 示 し、野外 の1山珊 的

罐
与 えた こ とを、紅茶 を例に取 り考察 する。 匡璽 亘 働 朴 を朋 して鯛 を作成し、ユ 事象 を生徒 が観 察す る。 【2a】

【4a】
一 ラソ ア大陸や海路 を通 じての東 西父流 の接触

鰯'
麓翻韓

醐 蝉

政 冶 ・経済 信用創造 を取 り上げ 、複雑 ・抽象的

な金融 の実態につ いて、具体的画像 を通 して学

や融 合について耳解す る。 【4a】

匡丑豆…至1具 体的資料を基に 「持続可能な開発」

匪 頭1鎌 舗 府の齢 融 嫌
認 しなが ら、授 業の半ばで鶴 岡八幡

㌔

趨鋤 ぶ ロ 【4fi】 の意味 を理 解 させ、 自立支援 の観点 に立 った国 宮の ドデ胡やCDを 活用 する。

電亀層
「 際 臨力の音義につい て考え さ世る。 【4aユ 【1(帖 】

:垂1'雛

臨
医亜至垂!重]二 次関数の最 大 ・最ノ」、とし、う領」或存、I

Tを 活 用 して分か りや す く敏 える。 【1(1冶】

匪i珂 定積分の計恥 どのよう姻 耳鋤 憶 味
かもってい るか を、PC画 面 上に描 写 し、イ メ

璽 亘 変飾 の値磁 化に対応し
て動 く位 置へ 外ルの変化 存 工Tを 活

購
灘

囲 接線と曲線の関係、回転体の視覚化などに
利 用 す る.Il(2〕a】

囲 数値が多くなる順列 組合せについての計

一 ジ を つ か む
。 【1(Da】

魎pc画 面を通 して、 「灘 定理」のイメ
ー ジをつかみ、 計算問 題や証 明問題 を解 く.

用 して視寛的に見 巨る。 【1②a】

魎 ヨ 生徒告白がJ酬Aアプレント

教材を利用して様々な曲線斎調べ

ら略認、 「 算 、 ピタ ゴラス数 の引算 に利用 す る。 【2a】 【i② 臼1 る由 【1(2)a】

亀,唖 毒

竃 無肇 [理科総合AI 実験の導入で必要な注音瑠項を短時 匿画]音 と光につい 〔、隔 イ ト

躯 臨重
:奄 虚
毒聾 亀

匝璽]運 珈)法 則嫉 験で得たデークを表計算

ソフ トで共有 し、 リアル タイ ムて分析す るこ と

間て分か りやす く教員 が提 示 し、1夜体睾 素 撫使

用 した突験 や行 う。 【1(2)a】

トの ソ ミ ュ レー ソ 「ン 卑 活 用 す る。

【1ωa】
、

瀧'

糊 畢

て、迅速 な協働 実験 を行 う,【1(2)a】

匡亟]ビ デオカメフを使い、干元の様子をスク

唖]「 蝋 の願 と臓 」につい℃ イント

ラネ ソト内の掲示板に書き込み共有事典 を作成

圃 様嫌 矧較 シャボンエを
作 り、飛 び方の比較 ヤ撚焼 の仕方 を

・齢 轡、 リー一ンに映 し山づ 。受容器 としての 目に興味 を す る 。 【4b】 観察 する ことて、分子最 の違い や化

箆翻
,箪簿

瞬

もたせ、そ の仕組 み を理解す る.【1G)a】 匝垂璽]変 成岩の移 り変わりや特徴、観察ポイノトを

ピrオ 教材 てわか りやす く紹介 する。 【1(1)a】

学反応 式の説明 か容易 にて さる。

【4a】
妻

響 翻、

蘇

麟

圃 リアル クイ ムキ ャプヴ ャー を使用 して、 自

分のプ レイ 存確認 す る。 【1② 臼】

圃 ラ外 一 ト・プリーグのコサ と醐 して

開発 されたボール運動 用コンゾ ンツを括 用す る

こ とで、授業で 必要 な ときに、いつ て も一流 の

指導 や練習方法 の理癬 ・工夫を教 員 と生 徒が行

うことがで きる、 【1(2)a】

医團 性に関す る課題 をグループで

設 定 し、Webサ イ トを活川 して レポ

ー トをま レめ 、発表す る。

【1(2)a】

Vj、

盆嗣亜
亀顧

騨
医 壷i平 面作 品にお ける色彩 ソ ミュレーソ ヨンを

行 うり 【4a】

医 蜀W曲 暁イ トの検索 花通 じて、ギ Ψラ リー の催

し物 を調へ 、笑際の鑑 賞に役立 ぐる。 【舶】

医嗣 九 ゼンテーソ・ンソ升 と

プロソ」ニクタ を利 用 し、わか国の伝

統 てある多版峯 色木版 画の技 法 を

亀憩 軋
誕'輸藍

理 解 さ 止 る。 【1(2)a】

ゆ 蔓薄
亀、

罷 蝿
1髄
、

繍
聡憲

團 英文劫 の際に、ツール としてスペ リング

機 能 を学習 する。 【2a】

團 ワープ ロソ フ トを活用 して、 グリーテ ィン

グカー トを作成 す る。 【1②a】

オー ラル 交 悪機 関 を利用す る際の会話 を、動 画

魎]ス コノトラン トについての写真や映像を

工Tを 活用 して提示 す ることで 、授 業内容 を深

め、生徒 と教師 の コミュ=ケ ー シ ョンの助 け と

する。 【1(1)a】

團 ・メールや砥 閥 示髄 活肌 て、英文の組

團 海外と・メ・一ルのや り取り鮪

う。 【4b】

團 一瞬の うちにク[ス ワー トパ

ズル か出来上 がるW曲 リイ トを利川

齢 軸 ク リ ンプ を用い ることて、実際の使用 μこ況を確 み立て方を学習する.【2的 し ぐ、 語1彙「の 定 着 を 図 る。 【2a】

,夢 釦
'、 ド" 認 しなが ら練 習す る。 【2a】 英語 白校Webペ ー ジの英語版 を作 る。P②a】

1翻 導

畦雷 亀

灘
鞭 蝉

睡 ヨ 陥bリ イ ト上 のデー タを活用 して、様 々な課

題 につい ての情報 を収集 してま とめる。 【2日】

國 表言博 ソフ トを活用して栄養価の言1勲 行

つロ 【1d}a】

塵 色相、明度、彩度をPCで 日由に設定

Lな が らカ ラー コーテ ィネー ト実習(色 相 、明

度や 彩度の 異なる色の服の着 け啓 え体験)樹 行

う。 【4a】

團 実習瀬 ゆ 横子をデシカメで

撮 り こむ,【1(1適 】

團 甑 ソフ ト翻 いて、纒 の配

置 を 考 え る.【4固 】

韓 碑'
漉 奪

情報 の よ と アンケート調 査 収焦 した情

轄 亀 ネ ン トワー 情幸艮検索の め方(情 報 情報の発信( で情報収集 報の分析( テイ ノクル 二進 法につい 総合 演習(情 報礼 会につい て考え.、撫b

議 クに参加 ヂ 方法伽到 の信 様性 、 プ レゼ ンテー 〔アーマ決 め 、 表計算ノハ デー タの特 て 音声のデ ィ ペー ソに浄 とめる.)

誉
るする騨備 一検索 、籾 喝示板ての ノ コ ン) 距 ケー略 成 、 の使 い方、 徴 シタル化 【i②a】

毫溺
撫 唐

【3aI
一ド検 索)

【1(1)a】

意 見交換 等

)【1d)a】

【1(2)fi】 仮説作成 等

)【1(1)a】

グ 刀化等)

U(1)日 】

【2a1 【2a】

注 【 】内 の記号 は 、「rTを活 用した授 業に おける観 点例 」(後頁に掲 載 〕に対 応している。
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ITを 活用した学習の年間指導計画(盲 ・ろう ・養護学校)

i盲学校高等剖 〈年間目標〉

Oコ ンピコ・一タを構成 ナる装置(本 休、デ ィスプレイ 、キーボー ド、周辺装置 など}の 働 きについて知 り、利用の方法を学ぶ。

O情 報化の進展が生活に及ぼす影響について学翫0情 報化杜会への参加と瞬 嚇1サの禰用にっいて学ぶ、

駈 喧ボ 鱒 鑓
毫"聾毒謝`』 蒔 ㌻酬 購 醇'讐

溌.藍 篇 揺 撫 鋤

賜尋隅 螺蕊 脚∴ 勲 誼 繕 室劉"
纏 璽顯1身 蓋

私たちの暮らしと 盤 艮利用のさまざま 憐 艮を活用するため 憤報を;舌用するため 情報伝達とコミュニ

鯉 塑 墜 墜 輿一
対象 普通科2学年 ・視覚障 害者を取り巻く ・タンチ〃 ッドの練 習 ・タガ メソンドの練 習 汐ガメカドの練習 ・タンチメカ ドの練 習

週時数1時 間 コンビ」一夕環 魔の概 説 ・キーホしドの機能を知り ワ ォルタめ概念 ・カ ートカゾトを用 い た文書 ・同音異義語の変換練

(50分) ・コンピュータを構成 す る ノヨート加 トを用い た音 ・ショート加 トを用い た文 作成ソ外の操1乍方法 習

教科 情報A 装置のはたらき 声リータLの操作方法 書作成ノ升の操1信方 ・立 体 ゼ ーを用い た 、 襖字仮名混じり文によ

・タンチメソンドの 練 習 ・記憶媒体の形状 、種 法 文書構成(塁字)の確 る案内状の作成

類 ・背景色変更、画面の 認
・起動 、終 了 、保 存 カスタマイズ ・葺 蝦 定(ペ ーノ、フオ

【1(1)a】 【3a,3b,3c】 【1ωa】 【2a】 【1(1)a】 【2a】 ント)【1(1)a】 【2a】 【1(1)a】 【2a】

朧辮 鯛 簸哩
、 、,f

曳鐘 懲 朗1無顛鷺器欝麟 湛:番謬覇 灘瀦 誉瀞講騰 暴欝 総鞭 噸 鞭 磐
.惰報の検索と収集 情報の総合的な処理 プ 匠 け一泊ンをして 情報化社会と自分と 胤靴 社会への参加 情報機器の発逢と生

塑 幽 活の変化

・音声り一タLを用いた ・音声 り一タLを 用い た ・課題に従 って調査活 ・身の周りの事例を通 ・情報機器か障害者の ・自校のW曲 ページを事

インターネソトの検索方法 インターネソトの検索方法 動を行い、発表する。 して、清報化と生活の 可能牲を広げている 例にして、肖像権、著

・イ汐 一ネットの特徴を知 ・課題学習(友だちの 関わりにっいて調 例を調べ報告し合う。 作権、知的所有権につ

り、僻 艮を発信、収集 疑問に答えようり べ 、晴報社会 にどの ・ρ1静艮格差の原因を探 いて学ぶ。

するための手段として ように関わっていけば り、是 正策 を考える。

利用することを考える。 よいか考える。(防災

【2a】【3a,3b】 対策等)

【2a】【3a,3b】 【dq,4b】 【3a,3b,3c】 【4a,北 】 【3a,3b,3c】 【4a,司b】 【3a,3b,3G】 【4a,制 【3a,3b,30】 【4a,4b】

1知的障害養護学較高等剖 〈欄 目標〉

Oコ ンピュータの操作方怯 を習得 し、その活用方法 を理解す る。

0コ ンピコータな どを利用 した清報の収集 ・表現 ・発 信ができるようになる。

O生 活の中で清報やコンピュータな どが果た している役割 を知 り、情報の取 り扱いに関す る決 ま りやマラー を理解 し、正 しい判断ができる

ようにな る。

峯縄 蕾納鑓 響 撫藤 翻 難盤二露灘 糊 舞 豊1雛 購噸螺 轟
、∫ ワ 、ぞ 出 母

勲懲 縁撫 鮎麟
コンピュータ操作の デジカメで写してみ 土肥について調べて 土肥移動教室を撮影 いろいろな職業を調

対象 高等部2年 基本を学習しよう 並 麹 麺 坐一
鋤 ・ローマ字入力の確認 ・デ ジカメの基本操作 ・移動教室事前学習 ・文劃髄 ソフトで感想 ・企業実習事前学習

基礎学習で週1回 ・フォルク を作 って保 存 ・プ レゼ ンテー ションソ ・見 学 先をインターネットで 文 ・インターネントで様 々な企

(75分) フトの基本操作 調 べ る。 ・プ レゼ ンテ ー ションソ 業の唐報を調へる。

教科 職業・家庭 ・著作権について1 フトで発表する。

【2a】 【2a】【3a】 【1(1)a】 【4b】 【1(1)a】 【1②a】 【1①a】 【4b】

灘蕪鱒慰鰍 無噸顯 難 雲慧郵轟継繕 織 毒顯雛 騨 氏欝 雛 構 霧轟垂奪讐欝 威 サ繍

実習先について調べ 実習の様子を発表し 年賀状を作成しよう アルバムを作成しよ 文化祭で発表しよう アルバムを完成しよ

よう(企業実習事前 よう(企業実習まと 至 i一 }

凱 幽一
・インターネントで実 習先 企 ・文書作成ソフトで感塩 ・文割 乍鼓ツフトを使っ ・Webアルバム作成 ・授 業の成 鼎物を発表・ ・Wd)ア ルバム作成

契庸 侵などを調べる。 文とお礼状作成 て年賀状の作成 ・画像の処理と活用 発 信する。 ・画像の処理と1菖用

・臼メール での実習の依 ・eメー ル で の抽 伏 ・茗作権 につ いて 肛 ・CD作 成

頼 ・情報 モラル (校内Web>

・情報モラル 【30】
【1②a】 【1(1)b】 【1(1)b】 【2a】 【1(2)a】 【3a】 【1(帖 】 【2a】

注 【 】内の記号は、rrrを活用した授業における観点例」(後頁に掲載)に対応している。

一119一



「ITを 活用 した授業における観点例」

轍 ……il

i…i…iiii講撰

一1
.響 欝 …………………:

'

i舞垂

1
、'1,難 努
、 げ烏,

・.繍 。聯

きii

蝋,校 癖i滞霞 肇 榛
襲 、 高

韮

盲 欝 校

灘 等 鴨論"

知的騨 ・

縞等叩
㌔

1 D

情(

総鷺1論 錨h簾 錨
を鋤… が 陣 獅 を刈 輸 艘欄

aイ ンターネットな

どを利用して情

報の収集 ・判断

日情報を適切に収

集し、必要な隣

を取捨選択した

a

陵

情報を適切に収

集し、必要な情報

を敢捨選択した

臼インターネット

等から必要な

情報の収集・

情

報

活

辮

現の

・収

糠

理 ・

できる。1手 できる。

i
I

、デ.ジタ,レカメラ}、齢 で酌 輔

に駄f齢 圃 鯉 でき

1を選択し、問題解決

陣 用磁
』自分緬 像を撮
影・入手した画像を

処理を行い、問

題解決的な学習

を行うことができ

る。

上で、自らの考え

を表現することが

できる。

上で、自らの考え

を表現することが

できる。

判断・処理を行

い問題解決に

使用できる。

b自 分で撮影

入手した画像

用

・判

創断

凱 陣
1

効果的に活用でき

る。

を効果的に活

用できる。

造 ・ 1
の

ω
ヨ見たり聞いたりし1自各種のメディア a各 種のメディアを aイ ンター ネットを 自 収集、加工 、整 a収 集 、加 工、整 a日 メー ルや マ

たことを絵や簡 等を使い、調べ 活用し、自分の考え 活用し、情報を正 理した情報を基 理した情報を基 ルチメディア用

実 情

報
単な文章に表す たことをまとめ、 や思いを伝えられ しく適切に発信 に、必要に応じて に、必要に応じて ソフトウェア等

の
ことができる。 発表することがで る。 することができ 適切に発信・伝 適切に発信・伝 を活用し、自分

践

力

・発

儲

達

きる。

beメ ー ルなどを

利用し、意見交

bWebや 臼メール な

どを利用 し、情報 を

伝 えることができ

る。 達 できる。 達 できる。 の考えや思い

を伝えることが

できる。

換 がで きる。 る。

2

.

日情報機器に触 aコ ンピュータを 昌 コンピュー タや 時 a情 報機器の基本 aITの 概念 ・特性 aITが 情報化社 ヨ情報機器等の

情 れ、その用途を 用いた哺報の仕 報機器などの簡単 的な構成を理解 を理解し、問題解 会の中で果たし 簡単な仕組み

報 大まかに知るこ 組みを、ほかの な仕組みや基本的 でき、情報機器 決のため情報機 ている役割や影 や基本的な特

的の

な科

理学

とがで きる. 身近な哺報手段

と比較しながら理

解できる。

な特性を理解でき

る。

やソフトウニアを

目的に応じて選

択して活用するこ

とができる。

器などを用いて

効率的な情報活

用ができる。

響を理解し、守る
べきルールを理

解することができ

る。

性を理解し,コ

ンピュータ等を

用いて効率的

な情報活用が
解 で きる。

3

1

臼友だらと教え合 日 インターネット上 a日 常生活の場での a情 報手段の特徴 aITが 社会に及 日rrが 購報化社会 aイ ンター ネット

いながら、楽しく で砂盾報交換 エチケットと同様 や役割を把握す ぽしている影響 の中で果たしてい 上での守るべ

情 コンピュータを使 入手 の際 に、コン に 、インター ネット ることに努めなが を理解し、そのル る役割や影響を理 きルールを理

うことができる。 ピュータの 向こう 上のエチケットを理 ら、得られた情報 一ルを守ることが 解 し、守るべ きル 解することがで
報

側に相手がいる 解し、守ろうとす るこ の質や真偽に注 できる。 一ルを理解するこ
きる。

翻 ことを意識でき とがで きる。 意して、理解する とがで きる。 b自 分自身が収

る。
・個人牌報の保護 ことがで きる。 b自 分 自身が収集 集した盾報を

画会 。 自分の考えを言ib正 しい清報を集 ・著作権 b情 報の扱い方、 b情 報モラルを身 した1青報を主体 主体的に取捨

すに
葉遣いに気をつ 1 めるようとす ること ・有害情報 等 著1乍権 、プライバ に付け、情報を 的取捨うi銀でき 選択で きる、

けて伝えようとす がで きる。 シーの保護に配 扱うことの責任を る, c情 報モラルを

る ることができる。 b内 容の真偽や意 慮することができ 考えることができ c情 報モラルを身 身に付け、情

図に注意して、情報 る。 る。 につけ、情報を 報を扱うことの
態

を集めようとするこ 扱うことの責任を 責任を考えら

度 とができる。 考 えることが でき

る。

れる。

4

.

ロ人 とのコミュニケ a人 とのコミュニケ a人 との コミュニケー a適 切なコミュニ a多 様 なコミュニ a自 己の生活環境 団 情報を・やり取

　 ションをとること 一 ションをとること ションをとることがで ケ ーションを通 し ケーションでの探 に対して、情報化 りしたり活用し

情 ができる。 ができる。 きる。 て、情報を比較 求活動を通じ、適 がもたらす「影」 たりすることを

思報

考活

能用

*人 の話 を聞くこ

とができる。

*問 いか け に答

え ることが で き

る。

*話 の内容(闘

騨灘
*内 容に沿った

雫 相手 と話した内

騰 禦
雫 聞かれて分か ら

検討したり評価し

合ったりできる。

切な方法を選択

して学習で嘗る。

b他 者とやり取り

の部分を適切に

把握 ・理解し、他

者へ説明できる.

b様 々な晴報形態

通して、自ら学

び 自ら考える

カを高めること

ができる。

力に *自 分が思った 答えを回答でき ないことを調 べて b情 報をやり取り するll青報に社会 創 意 ・工夫 し、活 b様 々か盾報形

をお
・とを謝 ・とが1翫

できる。1串 自分 の伝 えた

回答できる。

申伝えたいことを相

したり、活用した

りすることを通し

的な価値を見い

だしたり、自己の

用 することで、生

活(コ ミュニケー

態を創意・工夫

し、活用するこ

高け 1い ことを伝達 で 手の立場を考えて て 、自ら学 び 自ら 生き方と関連させ ション)の幅を広 とで 、工夫 の幅

める

韮

i きる
。

i
ロ情報を自己の体

験や学習の内容

と結び付けられ

る。

b情 報を自己や他

i 者 の生 活 、学 習

i
などと関連付けて

考えられる。

わかりや すく伝達

できる。

b情 報のやり取り、

情報を活用すること

を通して、自ら学び

自ら考える力を身

考えるカを高め

ることができ、日

常生活の場に役

立てることができ

る。

たりしで哺報を活

用することができ

る。

げ ることがで き

る。

を広 げることが

できる。

i に付 けてい る。1
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